
アンダルシアでは、パンフレットに使用された紙をリサイクルすること
で、2015年には環境に与える影響を以下の通り軽減できた。

kg のごみの量 kg 
の二酸化炭素の排出量

kw のエネルギー消費量

km
の自動車による移動距離

kg の木材の使用量リットルの水の使用量
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/01.芸術と歴史

アンダルシア
いえるでしょう。ムーア人とキリスト教徒間の覇権争いの結果、海
岸線や内陸に建てられた城壁や塔、アルカサバ (グアディクス、ロ
ハ、アルメリア、マラガにある砦跡に築かれた要塞) も見逃せませ
ん。保存状態の良さという点ではアルモドバル デル リオ城 (コルド
バ) が有名で、見所が多いこともあり人気の観光名所になってい
ます。ハエン地方には、バニョス デ ラ エンシーナやアルカウデテ
といった城があり、ヨーロッパでも例を見ない要塞網を構築。歴史
上重要な役割を果たすことになりました。

グラナダがキリスト教徒に陥落させられた 1492 年、クリストファ
ー・コロンブスはアンダルシアの港、ウエルバのパロス デ ラ フロ
ンテーラから出航し、アメリカ大陸を発見します。これをきっかけ
に世界経済と政治の中心が変化し、アンダルシア黄金期の幕開け
となりました。セビリアはインド諸島への窓口かつスペイン帝国
の中枢となり、セビリアの旧商品取引所に置かれていた公文書館
だった、インディアス総合古文書館 (世界遺産) などの重要な建造
物が建てられました。アメリカ大陸への航路が開けたことでセビ
リアに取って代わったカディスは、強大な経済力を手にすること
になります。その象徴ともいえるヘレスのカルトゥハ修道院をはじ
め、サンルーカル デ バラメーダやプエルト デ サンタ マリアとい
った都市に城や邸宅が次 と々建てられたのです。

また、キリスト教徒によってゴシック様式がもたらされ、特徴的な
教会や壮麗なセビリア大聖堂 (世界遺産) などのカテドラルが建
設されたのもこの時代です。セビリア大聖堂は、ローマのサンピエ
トロ大聖堂やロンドンのセントポール大聖堂に続き、ヨーロッパ
で 3 番目の規模を誇ります。その後、新興のルネッサンスやムデハ
ル様式の流入により、都市のはますます多様な顔を持つように。
コルドバのシナゴーグ (ユダヤ教寺院) やピラトの家 (セビリア)、
贅を尽くした「大使の間」で知られるスペイン王室の宮殿アルカサ
ル (セビリア) はムデハル様式の傑作と言われています。

先史時代から文明が栄えたアンダルシア地域。現在でもいたる所
に、数々の芸術的遺産が残っています。重要な考古学的遺跡、華麗
なイスラム建築物、ルネッサンス宮殿、バロック様式教会、古城、ス
ペイン王室の宮殿、風格ある大邸宅、数々の産業遺産に加え、世
界遺産に登録された多数の史跡群を含む30,000以上の重要な史
跡を目にすることができます。

考古学的遺跡群が多数あることからも明らかなように、古代から
南ヨーロッパ地方の要所として知られてきたアンダルシアは、漁
業や鉱業、貿易で栄え、温暖で過ごしやすい気候も相まって、多様
な文化が開花した土地です。アンダルシアにある洞窟は、地質学
的な美しさはもちろん、考古学的価値も高く、ネルハ洞窟 (マラガ) 
やタホ デ ラス フィゲラス (ベナルップ カサス)、アルメリアにあるロ
ス レトレロス洞窟 (世界遺産) では貴重な壁画を見ることができま
す。アンダルシアにはアンテケラの古墳 (マラガ) やバレンシナ デ 
ラ コンセプシオンの古墳 (セビリア)、ゴラフェ巨石公園 (グラナダ) 
など巨石建築物も多く残っています。

イベリア文化の中で発展した伝説の王国、タルテッソス。この国が
あったと伝えられるグアダルキビール川河口近くには、カストゥー
ロ (レナーリス) などの要塞都市をはじめ、セリーリョ ブランコ共
同墓地 (ポルクナ) や古戦場などがあり、ハエン地方の歴史を物語
る考古学的遺産として有名です。ローマ時代には、ベティカとして
知られていた地域が 700 年にわたり大きな文明世界の一部をな
し、帝国にワインや金属、油、ガルムと呼ばれる調味料などの製品
を提供していたと言われています。また、哲学者セネカはコルドバ
生まれで、さらに 2 人の古代ローマの皇帝、トラヤヌスとハドリアヌ
スも輩出しています。帝国の面影は、イタリカ (サンティポンセ-セ
ビリア) やタリファ (カディス) のボロニア ビーチに程近いバエロ 
クラウディアといった都市を通るアウグスタ街道沿いにあるコルド
バ、セビリア、カディス地方に色濃く残っています。 

8世紀から15世紀初頭まで続いたイスラム支配の影響を強く受
け、独自の文化が発展したアンダルシア。当時の美しい建造物や
遺跡が今も残されており、コルドバの大モスクやアルハンブラ宮殿
といった世界遺産を見ることができます。アル＝アンダルスの伝
説は、ヒラルダの塔 (セビリア) やヘレス デ ラ フロンテーラのアル
カサル (カディス)、城壁に囲まれたニエブラ (ウエルバ)、バサ (グラ
ナダ) や ロンダ (マラガ) にあるアラブ風呂、シエラ モレナ山脈の
丘陵地帯に位置する宮殿都市マディナ アル ザフラーといったモニ
ュメントにも反映されており、歴史ファンにはたまらないエリアと

/02. 世界遺産  

/03. 文化

アンダルシアの文化的価値が高いことは、ユネスコ世界遺産
に多くの物件が登録されていることからも明らかです。アンダ
ルシアで世界遺産に登録されている物件には、グラナダのア
ルハンブラ宮殿と近隣のアルバイシン、コルドバの歴史地区
やメスキータ、アルカサルとインディアス古文書館、ドニャーナ
国立公園、ウベダとバエサのルネサンス建築などが挙げられ
ます。スペインのその他の自治体と同じく、アンダルシアでも 
1998 年に登録されたイベリア半島の地中海入り江の岩壁画
の一部を形成している壁画の PR に力を入れています。 

アンダルシア地方にある他の遺跡等が世界遺産に登録され
たことも、大きな推進力になっています。ハエンの大聖堂、ア
ンテケラ古墳の遺跡群も世界遺産への登録が期待されてい
ます。

他にもアンダルシアには、無形文化遺産に登録されているも
のがいくつかあります。フラメンコ (2010 年)、鷹狩りの技術 
(2010 年)、モロン デ ラ フロンテラにおける伝統的石灰生成
技術の再活性、コルドバのパティオ祭り (2012 年)、健康的な
地中海料理 (2010 年) などがその例です。

/04. 伝統 

あらゆる国境や壁を超え、アンダルシアの人のアイデンティ
ティを象徴するのは、フラメンコと闘牛、馬の 3 つです。クラ
フトマンシップもまた、アンダルシアが世界に誇る芸術で、昔
ながらの技術を用いた新しい製品が続 と々誕生しています。

ヘレスやセビリア、カディスからは、カマロン・デ・ラ・イスラ、
パコ・デ・ルシア、マノロ・サンルーカル、エンリケ・モレンテ
など、フラメンコ界の重鎮たちが誕生しています。アンダル
シア地方のフォークロアとしての真の芸術的表現であること
が認められたフラメンコは、2010 年に無形文化遺産として
登録されました。各地でさまざまなフラメンコ フェスティバ
ルが開催されていますが、中でもスペイン最長の歴史を誇
る「Potaje Gitano」は、ウトレーラで毎年開催される祭典で、
世界各地から大勢のフラメンコ愛好家が集います。アンダル
シア特有のフラメンコ クラブの存在も見逃せません。短い滞
在期間でフラメンコを楽しむなら、「フラメンコ街道」と呼ば
れるルートを辿るのがオススメです。

馬術においても世界トップレベルを誇るアンダルシア。特に
ヘレス デ ラ フロンテーラ (カディス) はアンダルシア馬 (カル
トゥハ種) の原産地として有名。ヘレスの王立アンダルシア馬
術学校で開催されるアンダルシアンホースダンスショーで
は、人馬一体の素晴らしい演技を見ることができます。ドニャ
ーナ地方には野生のレテュエルタ種が生息しており、雌馬や
仔馬を追い込む伝統行事、サカ デ ラス イエグアスも見逃せ
ません。アンダルシアのフェスティバルに欠かせないこの気
高い馬たちは、スペイン国際観光行事に指定されたヘレス 
デ ラ フロンテーラのホースフェア (カディス) やサンルーカル 
ホース レースなどでも活躍しています。 

スペインの伝統競技といえば闘牛ですが、これもまたアンダ
ルシアに深く根差した伝統で、ホセ・エル・ガジョ、マノレテ、
ファン・ベルモンテといった高名な闘牛士を輩出してきまし
た。アンダルシアは、スペイン有数の名門牧場があることで
も有名です。闘牛のルーツは 2 つの街、ロンダとセビリアにあ
り、ここにはスペインで最も美しいとされる、ロンダ闘牛場と
セビリア王立騎士協会闘牛場があります。この地域には、他
にも有名なコルドバのカリフ闘牛場、マラガのマラゲータ闘
牛場やアンテケラ闘牛場などがあり、闘牛ファンには嬉しい
ばかり。これらの闘牛場では、地元色が反映された建築様式
にもご注目ください。

/05. フェスティバル
世界的に有名なフェスティバルが数多いアンダルシア。この
風習は、旅行者を温かく受け入れる気さくで陽気な人が多
い土地ならではかもしれません。 

アンダルシアの祝祭は、地域によってさまざまです。スペイ
ン国際観光行事に指定されているカディスのカーニバル
は、ファリャ大劇場での団体歌唱コンテストが有名。各地区
が趣向を凝らしたパレードを繰り広げるキリスト教の聖週
間がこれに続きます。聖週間はアンダルシアの観光行事に
指定されている盛大な伝統行事です。鳴り響くドラムと香を
焚く香り。夜になると街角にはランタンが灯り、音楽に合わ
せて着飾った人々が踊るフェリア デ アブリル。世界的にも有
名なこの春祭りは、マラガやセビリアが有名です。他にも 5 
月の十字架祭り、イスラム教徒とキリスト教徒の祭り、守護聖
人を礼拝する巡礼、ワインなどの各種収穫祭といったイベ
ントが開催されています。コルドバのパティオ祭りはユネス
コ無形文化遺産に指定されており、アンドゥハル・カベサ聖
母の巡礼 (ハエン) やアルモンテのエル・ロシーオの巡礼 (
ウエルバ) もよく知られた巡礼祭です。

素晴らしい芸術家を輩出したアンダルシアには、考古学から
美術、伝統的なコレクションに至るまで、スペインでも最高レ
ベルの博物館があります。世界的に有名な文化イベントが年
間を通じて開催されており、

アンダルシアの博物館では多岐にわたる展示物や芸術品を
鑑賞することができます。最新の技術を備えた博物館は、文化
を体感できる場所であるとともに、地域とその遺産をより詳し
く知ることができる素晴らしい場所です。その多くは著名な建
物内にあり、展示物だけでなく、こうした建造物を鑑賞するの
も楽しみのひとつ。たとえば、グラナダのアルハンブラ博物館と
グラナダ美術館はアルハンブラ宮殿内があり、どちらも見ごた
え抜群です。博物館と一言でいっても、歴史と考古学をテーマ
にしたものもあれば、主にアート作品を収蔵したものもありま
す。セビリア美術館は後者で、国内で 2 番目に重要なアートギ
ャラリーと言われています。ほかにもグラナダのサイエンスパ
ークのような科学博物館から、ラファエル・アルベルティやガル
シーア・ロルカ、パブロ・ピカソ、フアン・ラモン・ヒメネスといっ
たアンダルシアが産んだ巨匠の作品を鑑賞できる美術館、現
代美術を扱ったホセ ゲレーロ センター、フラメンコや闘牛、馬
術などアンダルシアの伝統文化に焦点を当てた博物館なども
必見です。 

市民にもっと芸術や文化に触れてもらおうと始まった「No-
ches en Blanco」では、多くの博物館が終夜オープンし、毎回
たくさんの見学者を集めています。また、入場料無料の日を週 
1 回設けている博物館や国際博物館の日など特別な日に館内
を無料解放している博物館も多数あります。さらにアンダルシ
アの博物館は、子供や若者に焦点を当てた取り組みにも力を
入れており、年間を通じてさまざまなプログラムやアクティビ
ティ、ワークショップが開催されています。また、マラガはセビ
リア美術館やアルハンブラ博物館をはじめ、近代美術館のポ
ンピドーセンター、カルメン ティッセン美術館、ピカソ美術館な
ど、美術館や博物館が多いことでも知られています。

音楽や映画、演劇、詩、ダンス、フラメンコ、写真など、あらゆる
ジャンルのイベントが開催されていることも、アンダルシアが
文化と芸術の街と呼ばれる所以です。こうしたイベントには国
際的にも名高い、グラナダ国際音楽舞踊祭、ネルハ洞窟国際舞
踊音楽祭 (マラガ)、イベロ アメリカ国際演劇祭 (カディス)、パ
ルマ·デル·リオ演劇祭 (コルドバ)、ビエナル フラメンコフェステ
イバル (セビリア)、イタリカ国際舞踏祭 (セビリア)　などが含
まれています。 

アンダルシアでは、マラガ スペイン映画祭や国際映画音楽祭 
(コルドバ)、アルカンセス ドキュメンタリー映画祭 (カディス)、
ウエルバ イベロ アメリカ映画祭、セビリア ヨーロッパ映画祭な
ど、映画祭や映画関連イベントも盛りだくさんです。また、映画
のロケ地としても大変人気で、これまでに撮影された作品は
数知れず。人気ドラマシリーズ『ゲーム・オブ・スローンズ』(原
題: Game of Thrones) もアンダルシアの雄大な自然の中で撮
影されており、同じくここで撮影された映画『La Isla Mínima』
はスペインのアカデミー賞といわれる 2015 年度ゴヤ賞を 10 
部門で受賞しています。

詳細は博物館の
紹介サイトを

ご覧ください。

詳細は
フェスティバルの

紹介サイトを
ご覧ください。

イタリアから伝わった古典的なルネッサンス建築は、スペインの
近代化のきっかけを作ったカール 5 世 (スペイン王としてはカル
ロス 1 世) がこの地を統治するまでは取り入れられることはありま
せんでした。アンダルシアも例外ではありません。アンダルシア ル
ネッサンスを代表する建築の 1 つは、まぎれもなく、グラナダのカ
ルロス 5 世宮殿です。また、ベレス城 (ベレス ブランコ) とカラオラ
城 (グラナダ) は草分け的なスペイン建築から美しいルネッサンス
様式の宮殿へと変貌を遂げた、注目に値する建造物です。ルネッ
サンス様式のピークは、世界遺産に登録されたバエサとウベダで
のルネサンス様式の建造物群です。  

アンダルシアにおけるバロック様式の浸透は、スペイン国内でも
軍を抜いていました。17 世紀から 18 世紀にかけて、アンダルシア
では膨大な数の教会や宮殿が立てられましたが、なかでもヘレス 
デ ラ フロンテーラにあるカルトゥハ修道院は必見です。また、グラ
ナダにもカルトゥハ修道院があり、これらはバロック様式の国家的
傑作に位置付けられています。セビリアにある壮大なバロック様
式の建造物は、カルモナやマルシェナ、エシハ、オスナ、フエンテス 
デ アンダルシアなどで見ることができますが、特にフエンテス デ 
アンダルシアはバロック様式を語る上で重要な存在といえるでし
ょう。そして、コルドバのバロック様式を代表するさまざまな建造
物の宝庫として知られるスベティカ地区も見逃せません。特にプリ
エゴ デ コルドバの街は、バロック芸術のメッカとして知られてい
ます。 

アンダルシアの近代史は、イベリア半島戦争が勃発し、カディスで
スペイン 1812 年憲法が採択され、大変動期となった 19 世紀と
深いつながりがあります。また、19 世紀といえば、ロマン主義が流
行し、ヨーロッパ人旅行者が増え、プロスペル・メリメがセビリア
王立たばこ工場のシガーケースからインスピレーションを受けた
という小説『カルメン』を執筆。気前のよい無法者や勇敢な闘牛士
が闊歩した時代でもありました。大手の外国企業 (主に英国) が、
産業規模で産出されるアンダルシアの鉱床を利用し始め、コルド
バのセロ ムリアーノ、ハエン地方、ウエルバのかつての鉱業地帯や
リオ ティントといったコミュニティの産業的価値が上昇したのもこ
の時期です。マンガン、鉄、銅、その他の鉱物を産出した鉱山の町、
鉄道、河川に設けられた埠頭など、現在もその文化的価値に魅了
され、多くの観光客が訪れます。 

20 世紀初頭のおよそ 30 年間、アンダルシアでは、1929 年にセビ
リアで開催された「イベロ・アメリカ博覧会」のパビリオンとして建
設された、アニバル・ゴンサレスの最高傑作と言われるスペイン
広場の建築様式を反映するような、リージョナリズムが発展しまし
た。1992 年には、セビリア万国博覧会が開催され、2000 万人以上 
(のべ 4180 万人) がセビリアを訪れました。

伝統を守りながら、新しいことに挑戦し続けるアンダルシア
の職人たち。この土地には、陶器や陶芸、弦楽器製作 (グラナ
ダのギターなど)、大理石加工 (マカエル-アルメリア)、コルド
バのコードバン革などの皮革加工 (ソフトレザー)、バルベル
デ ブーツ製作 (ウエルバ) など、さまざまな分野の職人が匠
の技術を追求しています。ウブリケ (カディス) は、ヨーロッパ
の中でも皮革製品工場が多いことで知られており、コルドバ
はジュエリー産業の中心地でもあります。 

JUNTA DE ANDALUCÍA
Consejería de Turismo y Deporte
Empresa Pública para la Gestión
del Turismo y del Deporte de Andalucía, S.A.
C/Compañía, 40.
29008 Málaga
www.andalucia.org
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  洞窟・洞穴
岩石や時間の流れが創りだした地下の世界をお楽しみください。
Maravillas 洞窟 (アラセナ、ウエルバ)、Tajo de las Figuras 洞窟 (ベナルップ＝
カサス エハス、カディス)、Pileta 洞窟 (ベナオハン、マラガ)、Ardales 洞窟 (ア
ルダレス、マラガ)、Tesoro 洞窟 (リンコン デ ラ ビクトリア、マラガ)、Nerja 洞
窟 (ネルハ、マラガ)、Agua 洞窟 (イスナジョス、グラナダ)、Ventanas 洞窟 (ピ
ナー、グラナダ)、Sorbas 洞窟 (ソルバス、アルメリア)、Letreros 洞窟 (ベレス 
ブランコ、アルメリア)、Ambrosio 洞窟 (ベレス ブランコ、マリア、アルメリア)
、Agua 洞窟 (ケサダ、ハエン)、Murciélagos 洞窟 (スエロス、コルドバ)、Yeso 
洞窟 (バエナ)。  

  アンダルシアの巨石   
原始的種族が暮らした銅器時代へと、何千年も戻るような感覚を覚える「巨石」
との出会い。 
Parque Megalítico de Gorafe 公園 (ゴラフェ、グラナダ)、Peña de los Gitanos 
(モンテフリオ、グラナダ)、Dólmenes de Sierra Martilla (ロハ、グラナダ)
、Dólmenes de Antequera (アンテケラ、マラガ)、Dólmenes de Tomillos (ア
ルカラ デル バジェ、カディス)、Dólmenes de El Charcón (エル ガストール、
カディス)、Dolmen de Alberite (ビリャマルティン、カディス)、Dólmenes de 
Valencina de la Concepción (バレンシナ デ ラ コンセプシオン、セビリア)
、Dólmenes de El Pozuelo (サラメア ラレアル、ウエルバ)、Dolmen de Soto (
トリゲロス、ウエルバ)。 

  イベリア時代への回帰   
www.viajealtiempodelosiberos.com

ハエン地方のイベリア文化が残した偉大な考古学的遺産は、その種の遺産と
しては世界唯一のものです。 
Museo i bero de Jaén、Oppidum de Puente Tablas (ハエン)、Santuario 
Heroico de El Pajarillo (ウエルマ)、Cámara sepulcral de Toya (パール デ ベ
セロ)、Hipogeo de Hornos (パール デ ベセロ)、Cueva de la Lobera (カス
テジャール)、Muralla Cilópea (イブロス)、Ciudad de Cástulo (リナーレス)
、Museo arqueológico de Linares y Cerrillo Blanco (ポルクナ)。その他のお
薦めスポット: トゥトウヒ (ガレラ、グラナダ)、バスティ (バサ、グラナダ)、トレパ
レドネス (バエナおよびカストロ デル リオ、コルドバ)。

  アンダルシア街道  
www.beticaromana.org

ローマ属州ヒスパニア最南端にある県から北へ伸びるアンダルシア街道。同じ
エリアには、アウグスタ街道も走っています。
マルチェナ (セビリア)、オスナ (セビリア)、プエンテ ヘニル (コルドバ)、アルメ
ディニリャ (コルドバ)、モントロ (コルドバ)、コルドバ、アルモドバル デル リオ 
(コルドバ)、エシハ (セビリア)、ラ ルイシアナ (セビリア)、カルモナ (セビリア)
、サンティポンセ (セビリア)、ヘレス デ ラ フロンテーラ (カディス)、カディスお
よびタリファ (カディス)。

  ユダヤ人街  
www.redjuderias.org

アンダルシアの主要ユダヤ人街が集まるこのエリアでは、スペイン系ユダヤ人
が残した芸術や文化に触れることができます。
セビリア、コルドバ、ルセーナ (コルドバ)、ハエン。 

  アル＝アンダルス街道    
www.legadoandalusi.es

グラナダ王国とアンダルシアやムルシア、ポルトガルをつなぐアル＝アンダルス
街道は、ローマ王朝時代に多くの人々に利用された街道です。 
カリフ王国街道: コルドバ: コルドバ、エスペホ、カストロ デル リオ、バエナ、ス
エロス、ルケ、フェルナン=ヌニェス、モンテマヨール、モンティリャ、アギラル デ 
ラ フロンテラ、ルセーナ、カブラ、プリエゴ デ コルドバ、カルカブエイ、アルカ
ウデテ、カスティージョ デ ロクビン、アルカラ ラ レアル。グラナダ: ピノス プエ
ンテ、グエベハル、モクリン、コロメラ、コゴージョス デ ラ ベガ、アルファカル、
ビスナル、グラナダ。
ワシントン・アーヴィング街道: セビリア: セビリア、アルカラ デ グアダイラ、カ
ルモナ、マルチェナ、アラアル、エシハ、オスナ、エステパ、ラ ロダ デ アンダル
シア。マラガ: フエンテ デ ピエドラ、ウミジャデロ、モジーナ、アンテケラ、アル
チドーナ。グラナダ: ロハ、ウエトル タハル、モラレダ デ サファヨナ、アルアマ デ 
グラナダ、モンテフリオ、イジョラ、フエンテ バケロス、チャウチナ、サンタフェ、
グラナダ。
ナスル街道: ハエン: ナバス デ トロサ、ラ カロリナ、バノス デ ラ エンキナ、バイ
レン、メンヒバル、アンドゥハル、アルホナ、ポルクナ、トレドンヒメノ、マルトス、
トレ デル カンポ、リナーレス、バエサ、ウベダ、ホダル、ヒメナ、マンチャ レアル、
ハエン、ラ グアルディア デ ハエン、カンビル、ウエルマ。グラナダ: グアダオルトゥ
ナ、ピナー、イスナジョス、デイフォンテス、アルボロテ、マラセナ、グラナダ。
アルモラビデ＆アルモハード街道: カディス: カディス、エル プエルト デ サンタ 
マリア、ヘレス デ ラ フロンテーラ、アルコス デ ラ フロンテーラ、グラサレマ、
サアラ デ ラ シエラ、アルゴドナレス、オルベラ、セテニル デ ラス ボデガス、タ
リファ、アルヘシラス、メディナ＝シドニア、アルカラ デ ロス ガスレス、カステ
リャール デ ラ フロンテラ、ヒメナ デ ラ フロンテラ。マラガ: ガウシン、カサー
レス、アルガトシン、ベナラウリア、ベナダリー、アタハテ、ロンダ、テバ、カンピ
ロス、ベレス マラガ、アルカウシン。 グラナダ: サファラヤ、アルアマ デ グラナ
ダ、ラ マラア、ラス ガビアス、グラナダ。 
アルプハラ街道: グラナダ: グラナダ、ウエトル ベガ、カハル、ラ スビア、ゴハ
ル、ディラル、オトゥラ、ドゥルカル、ランハロン、オルヒバ、トルビスコン、パン
パネイラ、カピレイラ、ピトレス、ポルトゥゴス、ブスキスタル、トレベレス、フビ
レス、ベルチュレス、カディアル、メシナ ボンバロン、バロール、ウヒハル、ラロ
レス。 アルメリア: ラウハル デ アンダラクス、フォンドン、アルアマ デ アルメリ
ア、ベナアドゥクス、シエラ アラミージャ温泉、ペチナ、アルメリア。   
イブン・アル＝ハティブ街道: アルメリア: ベレス ルビオ、ベレス ブランコ、マリ
ア。グラナダ: プエブラ デ ドン ファドリケ、ウエスカル、カストリル、オルセ、ガ
レラ、クリャル、バサ、ゴル、グアディクス、プルレナ、ディエスマ、ウエトル デ サ
ンティジャン、グラナダ。 
アル＝イドリシ街道: マラガ: マラガ、トロクス、フリヒリアナ、ネルハ。グラナダ: 
アルムニェーカル、サロブレーニャ、モトリル、ベレス デ ベナウダリャ、レクリ
ン、モンドゥハル、ニグエラス、パドゥル、アレンディン、グラナダ。 
アル＝ムウタミド街道: ウエルバ: アヤモンテ、レペ、ウエルバ、ラ ラビダ、パロス 
デ ラ フロンテーラ、モゲル、ニエブラ、ラ パルマ デル コンダド、コルテガナ、ア
ローチェ、アルモナステール ラ レアル、アラセナ。セビリア: サンルカール ラ マ
ヨール、サンティポンセ、セビリア。 
グラナダ ウォーキング街道: グラナダ。 

お薦め

  古城と 古戦場街道 
www.castillosybatallas.com

ハエン県は、ヨーロッパでも古城と要塞が特に多い土地として知られており、古
城めぐりや古戦場めぐりが楽しめます。
ハエン: Castro Ferral 城 (サンタエレナ)、Navas de Tolosa 城 (ラ カロリナ)
、Giribailes および Vilches 城 (ビルチェス)、Santa Eufemia および Tobaruela 
城 (リナーレス)、Baños de la Encina 城、Andújar の城壁、Trovador Macías 城 
(アルホニージャ)、Arjona 城、Lopera 城、Boabdil の塔および城壁 (ポルクナ)
、El Berrueco 城 (トレデルカンポ)、Santa Catalina 城 (ハエン)、Torredonjime-
no 城、La Villa および La Peña 城 (マルトス)、Alcaudete および La Mota 要塞 
(アルカラ ラ レアル)。その他のお勧めスポット: モンテフリオ、イジョラ、モクリ
ン、アルハンブラ (グラナダ)。

  コロンブスの史跡巡り  
コロンブスのアメリカ大陸発見に多大なる影響を与えたウエルバには、コロン
ブスの史跡が残されています。 
ウエルバ: ラ ラビダ (パロス デ ラ フロンテーラ)、パロス デ ラ フロンテーラ、
モゲル。 

  中央部にある中規模都市アンダ
ルシア  
www.tuhistoria.org

アンダルシア中心部にある6都市を周遊するユニークなカルチャー ツアー。
アルカラ ラ レアル (ハエン)、アンテケラ (マラガ), エシハ (セビリア)、エステ
パ (セビリア)、ロハ (グラナダ)、ルセーナ (コルコルドバ)。 

  スペイン南部のルネッサンス
スペイン南部には、ユネスコ世界遺産に登録されている街がいくつもあり、ル
ネッサンス時代にアンダルシアで制作された芸術品の数々を鑑賞できます。
ハエン:  ウベダ、サビオテ、トレペロヒル、カソルラ、イルエラ、オルノス、セグ
ラ デ ラ シエラ、ビリャカリリョ、カステリャール、バエサ、カネナ、リナーレス、
バーニョス デ ラ エンシーナ、ラ グアルディア デ ハエン、ウエルマ、トレス、
マンチャ レアル、ハエン、マルトス、アルカウデテ、バルデペーニャス デ ハエ
ン、アルカラ ラ レアル。
他の提案:  パラシオデカルロスV（グラナダ）。

 バロック時代のアンダルシア  
17～18世紀、バロック芸術が繁栄したスペイン。アンダルシアもその例外では
なく、見事なバロック建築の寺院や邸宅が点在しています。
グラナダ: グラナダ、グアディクス、ロハ。セビリア: カルモナ、エシハ、エステパ、
フエンテス デ アンダルシア、マルチェナ、オスナ、セビリア。マラガ: アンテケ
ラ、マラガ。コルドバ: ベナメヒ、カブラ、コルドバ、エンシナス レアレス、ルセ
ーナ、パレンシアナ、プリエゴ デ コルドバ、ルテ。カディス:  ヘレス、カディス。 
ハエン: アルカラ ラ レアル。 

  ホセ・マリア縁の地  
「エル テンプラニーリョ」
www.rutadeltempranillo.es

アンダルシアは、ホセ・マリア率いる伝説の山賊が勢力を振るった土地として
も有名です。
セビリア: バドラトサ、コルコヤ、カサリチェ。 コルドバ: ベナメヒ、ハウハ (ルセ
ーナ)。マラガ: アラメダ。  

  映画撮影の地  
www.andaluciafilm.com

美しい自然と古城などの歴史的建造物に恵まれたアンダルシアは、映画やド
ラマのロケ地としても人気で、たくさんの作品がこの地で生まれました。
アルメリア: ラ カサ デル シネ (アルメリア)、オアシス テーマパークおよびフォー
ト ブラボー/テキサス ハリウッド (タベルナス)。
El Camino de los Ingleses: マラガ。
Alatriste: ウベダ (ハエン)、バエサ (ハエン)、タリファ、コニル デ ラ フロンテー
ラ (カディス)、セビリア、サンティポンセ (セビリア)。
El Corazón de la Tierra: シエラ デ アラセナ、リオ ティント (ウエルバ)。  
Entrelobos: シエラ モレナ (コルドバ)。
La Isla Mínima: セビリア: ラ プエブラ デル リオ、イスラ マヨール、ベタ・ラ・パ
ルマおよびブラソ デ ロス ジェロニモス周辺。

  ピカソ生誕の地、マラガ      
マラガ出身の世界的画家、ピカソ。作風がめまぐるしく変化したことで有名で
すが、その根底にある精神と芸術に対する姿勢は、この土地で育まれたといわ
れています。マラガでは、ピカソ生家やピカソ美術館など、ピカソにまつわるア
トラクションも見逃せません。
マラガ県都。

  ガルシーア・ロルカの軌跡を辿る     
『ジプシー歌集』や『ニューヨークの詩人』の著者として知られるガルシーア・ロ

ルカ。彼が生涯を過ごしたグラナダでは、ロルカ由縁の興味深いスポットを訪
れるツアーが催行されています。 
Museo Casa Natal de Federico García Lorca 博物館 (フエンテ バケロス)
、Casa-Museo de Federico García Lorca 博物館 (バルデルビオ - ピノス プン
テ)、Casa-Museo Huerta de San Vicente 博物館 (グラナダ)、Federico García 
Lorca 公園 (アルファカル)、Barranco de Víznar。

  信仰深いアンダルシア  
www.caminosdepasion.com

アンダルシアにある歴史深い8つの県では、聖週間と呼ばれる伝統行事が行わ
れており、現在では世界中から観光客が訪れるイベントとしても注目されてい
ます。
ハエン: アルカラ ラ レアル。コルドバ: バエナ、カブラ、ルセーナ、プリエゴ デ コ
ルドバ、プエンテ ヘニル。セビリア: カルモナ、オスナ。
 

  フラメンコの里
www.juntadeandalucia.es/cultura/iaf

スペインの伝統舞踊といえば、フラメンコ。アンダルシアはフラメンコ発祥の地
としても知られています。本場のフラメンコをぜひご覧ください。

SEVILLA, UN RÍO DE FLAMENCO: セビリア県都。  
フラメンコ ギター街道: カディス: アルヘシラス、サン フェルナンド、ヘレス デ 
ラ フロンテーラ、サンルーカル デ バラメーダ、モロン デ ラ フロンテーラ。  
アントニオ・チャコン街道: マラガ: マラガ、ベレス マラガ。グラナダ: グラナダ、フ
エンテ バケロス、モンテフリオ、アルガリネホ、イスナハル。  
カエタノ街道 (アバンドラオ歌曲形式): コルドバ: ブハランセ、プエンテ ヘニ
ル、ルセーナ、カブラ、コルドバ。
3分の4拍子街道 (基本歌曲形式): セビリア:  セビリア、マイレナ デル アルコ
ール、アルカラ デ グアダイラ、ドス エルマーナス、ウトレーラ、ラス カベサス 
デ サン ファン、レブリハ。 カディス: ヘレス デ ラ フロンテーラ、カディス。
ファンダンゴ街道: ウエルバ: ウエルバ、アロスノ、カベサス ルビアス、サンタ 
バルバラ、エンシナソラ、アルモナステール ラ レアル、エル セロ デ アンデ
バロ、カラニャス、バルベルデ デル カミーノ、サラメア ラ レアル、アラセナ。
鉱山街道:  アルメリア: パテルナ デル リオ、ラウハル デ アンダラクス、アドラ、
アグアドゥルセ、アルメリア、ニハル、ベラ、セロン。ハエン: シレス、ラ プエル
タ デ セグラ、ウベダ、バエサ、リナーレス、アンドゥハル、ハエン。
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追加情報: 

単位: 1:1.100.000
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人口10万人以上の街 
人口20万人以上の街
人口20万人未満の街
観光案内所
自動車道および幹線道路
主要道路
周辺道路
鉄道および高速列車
空港
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